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かず　数　デ ータ

3. 7
区内を漑れる荒川の面積です( 単位はぽ。

河川敷をきむ) 。区面積の7% を占め、区民の
貴重なレ クリ エーションの壥。今年もこれか
ら、「 手づくり イカダレ ース」や「クリL ンあ
ら川J など催しか盛りだくさんあります。

北千住
サンロ ード に手づく り郷土賞

「いこいとふれあいの道」全国30選に入る

足
立
区
で
は
、
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
や
親
水
緑
道
の
整
備
、
商

店
街
環
境
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

7
月
、「
北
千
住
サ
ン
ロ
ー
ド
」
が
、
平
成
元
年
度
『
手
づ
く

り
郷
土
賞
』
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

愛
着
の
あ
る
生
き
生
き
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い

る
北
千
住
サ
ン
ロ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
戸
つ
'
ヽ
り
讚
L
芦

は
、
地

喊
の
人
々
の
創
意
、
E
夫
に
よ
っ

て
、
ま
ら
の
個
性
、
魅
力
を
生
か

し
た
遵
や
街
並
な
ど
に
与
え
ら
れ

る
賞
で
す
。
建
設
省
の
主
典

痼

利
6
1単
に
創
設
さ
れ
。
今
年
で
4

回
目
。

f
成
元
年
度
の
対
喩
テ
ー
マ
は

「
い
こ
い
と
ふ
れ
あ
い
の
道
沺

送

」、
「
生
活
の
中
に
い
き
ろ
水
辺
3
0

選

」、
「
歴
史
を
い
か
し
た
街
並

み
3
0選

」
で
す

。
全
国
の
市
町
付

か
ら
川
件
ほ
ど
の
応
坏
が
あ
り
。

元
F

住
サ
ン
ロ
ー
ド
〟

は
「
い

こ
い
と
ふ
れ
あ
い
の
道
3
0
濕

の

一
つ
に
送
定
さ
れ
ま
し
气

ぼ
で

は
、
第
2
回
の
「
ア
モ
ー
ル
淑
和

」

(束
利
銀
座
商
店
街
)

に
続
い
て
2

番
口
の
受
賞
で
す
。

ま
ち
に

千
住
を
愛
す
る
情
熱

咋
年
か
ら
新
た
な
商
店
街
整
備

が
始
ま
っ
た

屁

千
住
サ
ン
ロ
ー

ド
″
は
、
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ら

づ
く
り
で
、
地
域
佳
民
に
税
し
ま

れ
て
い
ろ
遒
で
す
。

ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
の
カ
ラ
フ
ル

な
嗔
歩
道
に
は
、
宿
場
町

「
千
佳

宿
‘
の
イ
メ
し
ジ
を
屏
現
し
た
3

種
類
の
絵
タ
イ
ル
を
は
め
込
み
、

買
い
物
に
来
る
皆
さ
ん
の
旧
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。

駅
前
通
り
の
サ
ン
ロ
ー
ド
人
目

か
ら
4
、
5
分
歩
い
た
と
こ
ろ
に

あ
る
チ
佳
ほ
ん
ら
ざ
っ
公
澑
も
。

「
不
住
宿
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る

し
や
れ
た
公
園
で
す
。

公
園
の
入
口
に
は
、
戸

注
宿
」

と
'
″
か
れ
た
和
風
の
門
や
宿
場
の

由
来
を
・
ボ
し
た
高
札
が
立
っ
て
い

ま
す
‥
墺
に
は
、
公
衆
ト
イ
レ
「
f

佳
宿
厠
」
や
和
風
電
話
ボ
ッ
ク
ス

な
ど
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
感
じ
。

こ
れ
ら
の
い
き
な
整
傭
に
は
、

地
元
の
皆
さ
ん
の
f
佳
を
愛
す
る

清
飫
が
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

商
店
街
振
興
組
合
で
は
、
6
弟

前
か
ら
商
店
街
の
盾
性
化
を
図
る

た
め
の
勉
強
会
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
ま
す
。
絵
タ
イ
ル
は
、
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
の
1
つ
で

し
た
。

千
住
ほ
ん
ら
よ
う
公
園
の
高
札

と
電
話
ボ
ッ
ク
ス
は
、
千
住
三

～
圧
丁
目
の
地
域
の
人
た
ら
に
よ

る
「
F
住
の
街
拉
み
瞶
覡
を
考
え

る
会
」
が
、
公
益
信
託
「
お
だ
ら

ま
ら
づ
く
り
ト
ラ
ス
ト
心
を
利
用

し
て
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。

遥

元
の
皆
さ
ん
に
は
整
鼎
尨

叨
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ア
f

デ
ア
を

出
し
て
も
ら
い
支
し
た
。
F
注
宿

の
テ
ー
マ
ミ
‥
わ
せ
た
絵
タ
イ
ル

や
公
園
は
な
か
な
か
評
判
が
い
い

ん
で
す
。
地
元
の
み
ん
な
が
知
恵

を
出
し
合
っ
て
つ
く
っ
た
も
の
で

賞
を
い
た
だ
い
た
の
は
、
何
よ
り

も
う
れ
し
い
。
F
隍
の
ま
ら
に
は
、

潯
難
い
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
自

然
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
大
事

に
し
た
い
で
す
ね
。
」と
商
店
街
振

興
組
合
理
嘔
艮
と
f
匯
街
拉
み
呀

観
を
考
え
る
会
会
艮
を
兼
任
す
る

岡
旧
進
さ
ん
。

6
月
に
は
、
行
楽
の
流
れ
る
ア

ー
チ
が
2
基
完
成
し
ま
し
た
。
鈴

の
音
色
に
買
い
物
客
が
ふ
と
立
ら

止
ま
り
、
ア
ー
チ
を
兒
上
げ
て
は

顔
に
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
す
。

さ
て

、
次
は
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

6月 につくられた商店街のアーチは、
昼 間2 時間 お きに 鈴の音 が 流 れる

よ りに ぎわ いのあ る 商店街 を
目指し 、勉 強会 も活 発

千住ほんちょう公園、左側の高札が、「まちづくり
トラスト」の利用によって立てられた

災
害
に
強
い
ま
ち
へ

関
原
一
丁
目
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
か
完
成

関
原
一
丁
目
地
区
住
環
境
整
備
モ
デ
ル
事
業

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
8

月
1
2日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ーセ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
6
月
に
着
工
。
総
工
費

約
3
億
7
千
万
円
。
こ
の
事
業
は
過
密
地
域
の

修
復
型
事
業
で
、
区
の
施
工
に
よ
る
も
の
は
2
3

区
で
初
め
て
で
す
。

区
が
建
設
し
た
公
営
住
宅
第
1
号

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
庄
宅
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
5
階
建
て
1
棟

と
2
階
建
て
2
棟
で
2
D
K
、
3
D
K

な
ど
4
タ
イ
プ
全
U
尸
。区

が
叨
め
て
建
設
し
た
公
営
住
宅
で

関
原
一
丁
目
に
住
む
方
を
対
象
と

1
た

モ
デ
ル
住
宅
で
す
。

新
し
い
住
宅
は
、
街
並
み
に
合

わ
せ
税
し
み
が
持
た
れ
る
よ
う
に

切
妻
屋
根
に
し
ま
し
た
。

住
宅
内
弌

ト
イ
レ
や
風
呂
に

手
す
り
、レ
バ
ー
式
の
蛇
口
な
ど
、

高
齢
者
や
身
障
者
の
生
活
に
も
配

嚔
。
ま
た
、
家
内
工
業
に
よ
っ
て

生
計
を
立
て
て
い
る
人
も
入
居
で

き
る
よ
う
作
業
場
け
き
の
住
居
も

芫
尸
あ
り
ま
す
。

3
棟
に
囲
ま
れ
た
中
庭
は
、
こ

の
住
宅
の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
。

温
か
み
と
う
る
お
い
の
あ
る
生
活

環
境
を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。

関
原
一
丁
目
の
大
勢
の
方
が
集

ま
っ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ー
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
、

モ
デ
ル
ル
ー
ム
慫
£
〃
を
行
い
ま

し
た
。
自
分
た
ら
の
ま
ら
の
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
と
な
る
住
宅
。
参
加

し
た
皆
さ
ん
は
住
宅
説
明
に
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

住
環
境
整
備
モ
デ
ル
事
業
と
は

適
路
が
浹
く
、
家
々
が
建
て
込

ん
で
い
る
関
原
一
丁
目
地
区
に
、

に
は
住
環
境
整
備
モ
デ
心
事
業
を

導
人
し
。
防
災
や
住
環
境
の
整
備

を
図
つ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
特
色
は
次
の
4
占

で
す
。

▽
強
制
的
な
土
地
利
用
を
ほ
わ
ず

地
ぼ
茫
住
の
皆
さ
ん
と
の
忿
意

を
前
提
に
、
必
要
な
部
分
か
ら

修
厦
す
る

▽
嘔
業
に
よ
っ
て
住
宅
を
失
う
方

は
、
公
的
住
宅
に
入
居
で
き
る

▽
土
地
、
建
物
の
売
却
や
侈
転
す

る
方
は
、
哺
儻
制
度
の
適
用
を

受
け
る

▽
自
主
建
て
替
え
に
は
融
資
、
助

成
制
度
が
あ
る

公
的
住
宅
の
建
設
等
に
ょ
る
建

て
替
え
を
継
続
し
、
あ
わ
せ
て
、

生
活
遵
路
・
公
園
の
螫
備
等
も
進

め
、
良
好
な
住
宅
地
の
形
成
を
図

り
手

。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
f
住
宅
に
入
居
で

さ
る
方
は

▽
闃
原
一
丁
目
地
区
に
昭
和
6
2年
3

月
3
1冂
以
前
か
ら
引
き
続
き

お
住
ま
い
の
方

▽
住
環
境
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
協

力
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
注
宅
を

失
う
方

で
、今
回
は
、
こ
の
住
ち
建
設
の

た
め
一
時
侈
転
し
て
い
た
7
ぽ

帯
の
方
が
入
居
し
ま
し
た
。他
の

住
居
は
、(
溪

、
引
き
続
き
行
わ

れ
る
嚊
業
の
促
進
に
よ
り
住
ま
い

を
夬
う
方
に
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。住

囑
境
整
傭
モ
デ
ル
事
業
は
平

成
8
圧
九了
の
予
定
。闃
原
一
丁

旧
地
に
が
よ
り
輒
ら
し
や
す
い
ま

ら
へ
と
大
き
く
勤
い
て
い
ま
す
。

《
ま
ち
づ
く
り
課
》

コ ミュ ニテ ィ住宅 は切 妻 屋根 が特徴。 ゲ ート も切 妻屋 根の 形。

グラフあだち
No. 20

本 日発刊

グ
う
フ
あ
だ
ち
刈
(
k
2
0
)

が
本
日
発
刊
さ
れ
ま
す
。
表

紙
は
あ
だ
ら
区
歌

「
わ
が
ま

ら
足
立

」
の
作
曲
者
で
も
あ

る
、
日
本
を
代
表
す
る
音
楽

家
の
團
伊
玖
磨
さ
ん
に
登
場

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
日
か
ら
ご
希
望
の
方
に

は
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
や

広
報
課
、
情
報
公
開
課
(
本

庁
舎
、
中
央
本
町
庁
合

で

無
料
配
布
し
ま
す
。

套
な
町
会
ご
と
に
配
布
し
、

回
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ニ

ー

く
だ
さ
い
。

《
広
報
課
》
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募

集

ベ
ル
モ
ン
ト
市

親
善
パ
ー
テ
ィ
ー
に

ご
参
加
を

8
月
2
8日
か
ら
9
月
4
日
ま

で
、
姉
妹
都
市
耨
携
5
周
年
を

記
念
し
て
、
ヘ
ル
モ
ン
ト
市
か

ら
親
普
訪
問
便
節
団
が
来
日
し

ま
す
。

浹
節
団
が
滞
在
中
の
9
月
3

日
。
区
・
燮

至

催
の
覿
咎
パ

ー
テ
ィ

ー
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
参
加
を
希
旦
さ
れ
る
区
民

の
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

日
時
9

月
3
日
(
日
)
。
午
後

6
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分

場
所

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
(
綾
瀬

駅
前
)

募
集
定
員
3
0

人

黌
加
賢
用
2

千
円

申
込
方
法
8

月
2
1日
ま
で

に

直
接
窓
口
ま
た
は
一
橘
(
申

し
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
)

申
込
・
問
會
せ
先

糾
足
立
区

国
際
親
善
協
会

s
g
1
1
1
1

㈹
親 善 パ ー テ ィ ー は 和 気 あ い あ い の 雰 囲 気 で 国 際 文 流

シ
ル
バ
ー
講
座
パ
ー
ト
2

～
生
き
生
き
ラ
イ
フ
、
知
っ
て
得
す
る
知
識
～

平
成
元
年
嘱

シ
ル
バ
ー
講

座
(
パ
ー
ト
2
)

の
受
請
生
を

幕
集
し
ま
す

。

日
程
・
内
容

別
表
の
と
お
り

対
象

区
内
在
住
・
6
0岐
以
上

で
全
日
程
出
席
で
き
る
方

定
員
5
0
人

賢
用

無
料

申
込

方
法

往
復
(

ガ
キ
に

「
シ
ル
バ
ー
講
座
受
講
希

望
」
、
住
所
、
氏
名
ヱ

り
が

な
)
、男
女
別

、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
(
抽
選
)

申
込
期
限
8

月
2
6日
消
印
有

効
嶋
所
・
問
合
せ
先

東
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
(
I
K
S
東
綾

瀬
1
1
5
1
1
7

壺
呱
7
1
　
0
1
)

第2回 シルバー講座

※ 眄爬は、いi れも午後1眄30分～3眄30分。

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
紫
磨
園
」
家
族
介
護
者
教
室

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
『
葉
磨
園
』
は
、
家
族
介

臻
者
教
童
を
お
お
む
ね
月
1
回

行
っ
て
い
ま
す
。
8
月
は
左
肥

の
と
お
り
、
覃
京
都
社
会
揚
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
ま

す
。9
月
以
降
の
内
容
は

。
▽

日
常
生
活
の
中
の
家
庭
介
護

▽
家
庭
で
で
き
る
リ
(
ビ
リ
テ

ー
レ
″
ン
等
で

、
日
程
は
申
込

者
に
追

っ
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
家
族
介
護
者
教
室
「
福
祉
檢

器
の
見
李
ほ
か
」

日
時
8

月
1
7日
(
木
)
、
午
後

1
時
～
4
時

珊
所

東
京
都
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
(
無
料
)

定
員
2
0
人
(
9

月
以
降
は
沺

人
)

申
込
方
法

電
話
予
約
(
な
る

べ
く
9
月
以
降
も
い
っ
し
ょ

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
)

※
申
込
者
に
は
交
濔
案
内
図
を

お
送
り
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

高
齡
憲

二

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
蹙

磨
園
」(入
谷
3

ゝ
3
1
6
　

一
1
5
8
4
1
旦

ミ

ニ
コ

ミ

入
門

講

座

日
時
9
月
5
日
～
1
0
月
3
1
日
　

ま
で
の
火
曜
日

、9
月
2
9
日

(金
)
、1
0月
1
1日
(
水
)
の

全
1
0回
、
午
前
1
0時
～
正
午

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
女

性
内
容

読
ま
れ
る
ミ
ニ
コ
ミ
紙

は
ど
う
し
た
ら
で
き
る
か

、

取
材
の
し
か
た

、
記
事
の
s
　

き
方

、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
に

つ
い
て
実
習
を
ま
じ
え
て
学

び
ま
す

講
師

大
洲
俊
之
氏
(
日
本
機

鬨
紙
協
会
)

定
員
2
5
人
(
抽
選
)

賢
用

無
料

申
込
方
法

往
榎
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
乍

齢
、
電
話
番
号

、「
ご
I
コ
ミ

入
門
希
望
」
と
明
記

申
込
期
限
8

月
2
1日
消
印
有

効
場
所
・
申
込
・
間
會
せ
先

柬

部
区
民
襴
祉
セ
ン
タ
ー
(
〒

圀
東
綾
瀬
1
1
5
1
1
7

き

莇
7
1
0

恚

お
さ
ら
い
教
室

生
徒
募
集

お
さ
ら
い
取
室
で
は
、
9
月

か
ら
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
豊
富
な
知
識
を
も
っ
た
教

育
経
験
者
が
お
さ
ら
い
を
中
心

と
し
た
基
礎
的
な
学
習
を
指
導

し
ま
す
。

・
西
保
木
間
教
室

日
時

毎
潭
水
・
金
曜
日
、
午

後
2
時
～
4
時
3
0分

茖
学

年
1
時
間
)

場
所
高
恥
者
事
粟
団
会
議
室
　

{
西
保
木
間―
-
8
・
-
2
}

・

関
原
教
室

日
時

毎
週
火
・
木
曜
日
、
午

後
2
時
～
4
時
3
0
分
(
各
宇

年
1
時
間
)

場
所

橘

幼
碓
園
藺

蓆
3
1
　
4
7
1
1
1
)

―

い
ず
れ
も
i

科
目

国
語
、
算
数

募
集
人
員

▽
小
学
1
年
生
・
・『

2
0人

▽
小
幸
2
・
3
年
生

―
若
千
名

費
用

月
額
3
千
沺
円
～
4
千

沺
円

申
込
・
問
合
せ
先

両
齢
者
事

業
団
a
a
2
5
6
1

1
6㍉
映
写
機

操
作
講
習
会

日

時
9

月
6

日
～
1
4
日

(
9
・
1
0日
は
除
く
)
の
7
　

日
間
、
午
後
6
時
～
8

時
3
0
　

分
場
所

中
央
本
町
社
会
戦
冐
館

対
象

区
内
在
住
・
在
動
{
1
6
　

歳
以
上
}
で
全
日
程
受
講
可

能
な
方

定
員
4
2
人
(

抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
氏
名
、
年
齢
、
職
業
{
勦

務
先
}
、
竃
話
番
号
、
「
1
6ミ

リ
講
習
二
'
応
募
』
と
明
肥

申
込
期
限
8
月
2
2
日
必
番

申
込
・
間
合
せ
先
本
斤
舎
・
　

文
化
振
興
係
(
甲
陬
千
佳
I
　

1
4
-
-
1
8
S
鋭
1
1
1
1
　

㈹
)

ご
参
加
く
だ
さ
い

消
費
者
通
信
教
室

消
賢
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
身

近
な
消
費
者
問
題
を
知
る
た
め

の
簡
単
な
・フ
キ
ス
ト
を
作
り
ま

し
た
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
も
と

に
通
信
制
に
よ
る
消
*
肴
教
室

を
行
い
ま
す
。

左
表
の
通
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

定
員
4
0

人

旡
I

琶

f
t用

無
料
{
送
料
・
実
賢
負

担
}

く
わ
し
く
は
、
消
賢
者
セ
ン

タ
ー
(
ひ
齏
S
3
8
5
)

へ
。

消費者通信教室スクーリング日程

〈場所〉消賈者センター〈時間〉午前10時～正午〈講師〉センター鱶員

相

談

乳 幼 児

すこやか相談

育
児
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る

こ
と
や
悩
み
な
ど
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。次
の
私
立
保
育
園
で
は
、

経
験
最
高
な
ベ
テ
ラ
ン
保
母
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気

鰹
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

実
施
保
斉
園
・
相
談
日

▽
興

野
保
育
園

酋
斬
井
本
町
4
　
1
1
9
1
2
3
a
s
3
2
0

0
T

毎
週
月
・
土
曜
日

▽

観
隣
館
保
育
園
(

梅
田
4
1
2
9
1
6

瑟
3
8
6
0
)

‘・『
毎
週
水
・
金
曜
日

▽
新

田
保
胃
園
『
新
田
2
1
1
1
1
0

・
』
Ⅲ
6
4
6
6
T

・
毎

週
火
・
木
曜
日

相
談
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
會
せ
先

本
庁
舎
・
児
童
助

成
係

酋
齠
―
―
―
―
㈹

教
育

相

談

登
校
を
嫌
が
る
。
落
ち
着
き

が
な
い
。
言
葉
が
遅
い
な
ど
、

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

る
方
に
'
*
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
や
相
鮫
具
が
、
解
決
に
あ
た

り
ま
す
。
相
談
内
容
は
秘
密
を

守
り
ま
す
。

・
面
接
相
談

受
付
日
時

祝
日
を
除
く
毎
週

月
y
土
曜

日

、
午
前
9

時

～
午
後
5
時
(
土
曜
日
は
正

午
ま
で
)

申
込
方
法

竃
話
予
杓

場
所
・
申
込
・
間
合
せ
先

▽
較
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談

甼

扈
9
5
3
1

竹
の

塚
2
1
2
5
1
2
1
)

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談

綾
絹
分
窒
・
=
酋
暝
3
5
8
8

i

瀬
1
1
3
4
1
7
1

鴎
綾

瀬
プ
ル
ミ
エ
内
}

・
一

括
相
談

賢
付
日
時

祝
日
を
除
く
毎
週

月
り
金
曜
日
、
午

前
9

時

～
午
後
4
時
3
0
分

相
談
・
申
込
先

較
育
セ
ン
タ

ー
教
育
相
耿
室

酋
蚓
7
8
　
6
7
(
(
(

ヨ
ナ
ヤ
ム
ナ
)

ご利用ください

ねんきん

出張相談

区
で
は

、
毎
气

皆
さ
ん
の

お
近
く
に
出
張
し
て

、
年
金
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

。

ど
う
ぞ

、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

魯
貘
5
1
5
1

8 月の年金出張相談

生
活
環
境

プ
チ
テ
ラ
ス
(
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
)

用
地
を
探
し
て
い
ま
す

私

の

ま
ち

だ

か

ら
私

の

手
で
!

買
い
物
の
途
中
や
バ
ス
を
待

つ
間
に
一
時
の
や
す
ら
ぎ
を
縟

ら
れ
る
空
間
を
あ
な
た
の
ま
ち

に
つ
く
う
て
み
ま
せ
ん
か
。

区
で
は
、
ま
ち
の
中
に
ゆ
と

り
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
プ
チ
テ

ラ
ス
(
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
)
を

つ
く
る
た
め

、
道
路
に
面
し
て

い
る
土
地
を
探
し
て
い
ま
す

。

プ
チ
テ
ラ
ス
用
地
と
し
て

、
お

陝
り
い
た
だ
け
る
方
や
お
貸
し

し
て
い
た
だ
け
る
(
無
僕
で
5

年
以
上
)
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い

。プ
チ
テ
ラ
ス
用
地
の
面
積
は

お
お
む
ね
2
0に
y

籾
に

。

で
す
。
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
を
中

心
に
い
ろ
い
ろ
な
木
を
鴾
え
た

り

、
ペ
ン
チ
、
ゴ
ミ
箱

。
彫
刻

な
ど
を
置
き
、
ど
な
た
で
も
気

軽
に
憩
え
る
場
所
に
整
備
し
ま

す

。

間
合
せ
先

本
冷
舎
・
ま
ち
づ

く
り
課
S

蛟
1
1
1
1

㈹

縦覧し ます

都市計画変更案

区
で
は
次
の
都
市
計
画
の
変

更
案
お
よ
び
原
案
を
縦
覧
し
ま

す
。
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ

る
方
は
、
区
長
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

・

柬
京
都
市
計
画
一
団
地
の
住

宅
施
吸
(
北
畠
浜
団
地
)
の
変

更区
域

嚮
浜
二
丁
目
地
内

縦
覧
、意
見
一
の
提
出
期
間
　

8
月
2
1
日
～
9
月
4
日

縦
賢
場
所
、意
見
S

の
提
出
先
、

間
合
せ
先

本
庁
舎
・
都
市
計

画
係

豊
膠
―
―
―
―
㈹

・

神
明
E
T

目
地
区
地
区
叶
画

の
変
更
の
原
藁

区
域

神
明
三
丁
目

お
よ
び
六

木
三
丁
目
各
地
内

樅
覧
期
間
8
月
2
2
日
～
9
月
　

4
日

意
見
一

鍵
出
期
間
8

月
2
2
日

り
9
月
1
1日

樅
覧
場
所
、
意
見
一
の
提
出
先

本
庁
舎
・
都
市
計
画
係

聞
合
せ
先

本
庁
舎
・
ま
ち
づ

く
り
課
事
業
第
一
係

魯
眤
1
1
1
1

㈹

プチテラスはふれあいの広場

保
健
・
衛
生

講演 会
『
ぜ
ん
息
と

う
ま
く

つ
き
合
う
方
法
』

ぜ
ん
息
は

、
長
期
間
の
冶
療

と

、
根
気
の
い
る
療
隻
生
括
を

強
い
ら
れ
ま
す
。
治
療
の
方
法

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
最
近

、

東
洋
医
学
の
考
え
も
取
り
入
れ

ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。今
回
は
、

漢
方
の
冶
累
を
す
す
め
て
い
る

医
師
か
ら
見
た
ぜ
ん
皿
冶
麻
の

話
を
中
心
に
聞
き
ま
す
。ぜ
ん

息
と
う
ま
く
つ
き
あ
・
づ
方
法
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
9
月
4
円
回
、午
後
2

一
時
～
轟

堆
所

中
央
本
町
保
健
相
談
所

対
象

区
内
在
住
の
成
人
の
方

講
呷
4

哲
宗
氏
{
日
本
橋

芍

藁
医
院
院
長

、
元
北
里

研
付
属
東
洋
医
学
総
合
研
究

所
員
}

申
込
み
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

保
健
柤
耿
所

a
咄
5
3
5
1

お酒の問題で
悩んでいる方へ

酒 害相談

保
健
所
で
は

、
お
酒
を
や
め

た
い
が
や
め
ら
れ
ず
悩
ん
で
い

る
方
や
そ
の
家
族
の
方
を
対
食

に
、
専
門
医
、
保
健
婦
に
よ
る

酒
客
相
談
を
毎
週
―
回
行
っ
て

い
ま
す
。

】人
で
悩
ま
ず
同
じ
悩
み
を

持

つ
仲
間

と

一
緒

に
相

談
し

合

い

ま
し

ょ
う

。

日
時
・
鳩
所
▽
千
佳
保
哨
所
　

・
・
・
第
1
・
第
3
木
一
日
。午
　

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

▽

足
立

保

健
所

第
2

・
第
　
4

木
曜

日

、
午
後
1

時
3
0

分

～
3

時
3
0

分

間
合

せ

先

千

佳

保
健
所
(

魯

髭
4
2
7

ヱ

、足

立
保

健
所
　
(
S
S
4
1
5

恚

見

学

会

ク
ル
ー
プ
で
施
設
見
学
を

グ
ル
ー
プ
で
施
設
見
常
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

実
施
日
9
月
～
1
2
月
霞
期
　

分
4
回
)

時
間

午
前
9
時
3
0分
～
午
後

4
時

見
李
施
般

エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
、

郷
土
博
物
館
、
都
市
農
契
公

圜
、
花
畑
記
念
庭
圃
な
ど
区

内
の
梅
設

対
象
1
8
歳
以
上
の
健
康
な
区

民
で
鳩
成
す
る
2
0人
以
上
3
0

人
以
内
の
グ
ル
ー
プ

申
込
方
法

往
榎
(
ガ
キ
に
、

グ
ル
ー
プ
名
、
代
表
者
名
、

住
所

竃
話
番
号
、『
ク
ル
ー

プ
施
設
見
i

幕

望
』
と
明

記
T

グ
ル
ー
ブ
ー
通
)

※
応
募
が
4
グ
ル
ー
プ
を
越
え

た
鳩
合
は
抽
選
。
ま
た
、
見
学

日
、
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
代

表
者
と
打
ち
合
わ
せ
て
決
め
ま

す
。

申
込
期
限
8

月
2
5日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

広
聰
係
(
〒
凶
千
佳
1
1
4
　
L
1
8
S
E
1
1
1
1

㈹
)

発
掘
現
場
を
見
ま
せ
ん
か

《
伊
興
遺
跡
・
郷
土
博
物
館
の

見
学
ツ
ア
ー

》

現

在

、

伊
興

地
区

で

は

、
古

代
遺

跡
の

本
格

的

な
発

掘
が

行

な

わ
れ
て

い
ま

す

。
約
干

沺

年

前

、
足
立

の
人

々
は

ど
ん

な

暮

ら

し
を
し

て

い
た

の
で

し
ょ

う

か

。
発
掘

現
鳩

に

立
っ

て

、

当

時

の
生
活

の
様

子

を
想

像
し

て

み

ま
し

ょ
う

。

日

時
・

集
合

場
所
9

月
1
2

日

(
火
)

▽

午
前

組
・
・一
本
斤

舎

(
千
住
)

に
午

前
8

時
4
5

分

▽
午
後

組
=

・
竹

ノ
塚

駅
東

口

に
午
後

口

時
2
0

分

噺
バ
ス

で
巡

り
ま

す

。
雨

天

・

硯

鳩
不

良

の
!

一
は
9

月
2
0
　

日
(

水
)

に
廷
『

見
学
先

伊
興
還
跡
発
掘
現
場

と
郷
土
博
物
館

対
象

区
内
在
住
・
年
筋
・
在

学
(
高
佼
生
以
上
)
の
方

定
一

午
前
・
午
後
柢
各
3
0人

(
抽
選
)

賢
用

無
料

申
込
万
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
午
肋
・
午
後
組

の
別
を
明
記

申
込
期
限
8

月
2
5日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

郷
土
博
初

鮑
(
〒
印
大
谷
田
5
-
2
0
1
　
1
S

叨
9
3
9
3
)

郷土博物館と東渕江庭園

その
他の
お知
らせ

特
別
経
済
講
演
会

日
時
9
月
5
日
{
火
}
、
午
優
　

2
時
～
3
時
3
0
分

場
所

産
業
綴
興
館
2
階
{
無

料
}

旗
師

大
山
昊
人
氏
(
N
H
K
　

解
説
委
!

演
題

二
i
の
政
局
と
経
済
遅

営
間
合
せ
先

中
央
本
町
庁
曾
・

商
工
振
興
課
(
四
沺
5
1
9
　
-
)

ま
た
は
柬
單
商
工
会
議

所
足
立
支
部
(

　
l腦
9
2
0
　
0
)

老人会館
の

休館

竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
の
改
築

に
伴
う
工
事
の
た
め
、
次
の
と

お
り
休
朋
し
ま
す
。

休
館
中
は
。
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

休
館
期
間

平
成
元
年
9
月
1
　

日
～
9
月
3
0日

問
合
せ
先

老
人
会
館

a
s
9
7
3
3

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
野
球
場

更
衣
室

改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

左
記
の
期
間
、
更
衣
室
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期
間
8

月
2
0日
～
1
2月
末
日

嶋
所

▽
竹
の
塚
6
号
公
園
テ

l
lス
コ
ー
ト

▽
宮
元
公
園

テ
'一
ス
コ
ー
ト

▽
恚
竹
橋

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
上

沼
田
東
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

お
よ
び
野
球
場

間
合
せ
先

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

公
社
・
サ
ー
ビ
ス
歸

a
s
8
2
1
1

9
月
1
日
「
防
災
の
日
」

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

9
月
1

日
{
金
}
「
防
災
の

日
」
、午
前
9
時
3
0分
に
サ
イ
レ

ン
が
鳴
り
ま
す

。

こ
の
サ
イ
レ
ン
は

、
東
海
地

貫
の
『
警
戒
重
曹
』
が
発
う
せ

ら
れ
た
こ
と
を
想
定
し
た
伝
達

訓
練
で
す
。
各
ご
家
庭
で
は
、

火
の
元

、
非
常
持
ち
出
し
用
品

な
ど
の
点
検
を
お
願
い
し
ま

す
。く

わ
し
く
は

、『
あ
だ
ち
広

報
』8
月
2
5日
号
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

A
災
害
対
策
諢
)

あ
だ
ち
広
報
《
縮
刷
版
》
を

販
売
し
て
い
ま
す

あ
だ
ち
広
軸
(
昭
和
6
1年
4

月
～
平
成
元
年
3
月
)
の
縮
刷

版
を
発
行
し
ま
し
た

。

販
売
価
額

千
涸
円

販
允
場
所

情
報
公
開
課
(
本

庁
舎
、
中
央
本
町
斤
舎
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
広
報
課

四
鰹
1
1
1
1

㈹

「ふるさと足立」の
テレホンカード

情報公開課・区民事務所等で販売中

1 枚=700 円( 50 度 数) 　3

枚 セ ッ ト=2, 100 円

閥合せ先 本庁舎・広報謙e882- 1111 ㈹

掲
示
板

・

深
夜

バ
ス

を
運

転
し

て

い
ま

す運
転
日
時
月
y
金
曜
日
(
休
　

日
お
よ
び
1
2
月
3
0
日
～
1
月
　

3
日

を

除
枩

▽
亀
有
訳
北
口
～
六
ッ
木
団
　

地
～
六
ッ
木
都
住
・
・
・
亀
有
駅
　

北

口
発

午
優
1
1

時
2
6

分

・
1
1
　

時
6

分

▽
竹
ノ
塚
駅
東
口
～
花
畑
団
　

地
・
;
竹

ノ
塚

駅
東

□
発
=

・
午

後
1
1

時
2
1

分

・
1
1

時
4
0

分

運
賢

跏
円
(

定
期

券
を

お
持

ち
の
方

は

、

大
人

迴
円

、
小

人
8
0

円

を

お
支
払

い

く
だ

さ

い
)

問

合
せ
先

東

武
鉄

道

広
報

セ

ン
タ

ー
g
5
0
6
1

・
8

月
は

佃
人

事

業
税

貰
一

期

分

の
納

期
で

す

納
税
通

知
一

を
8

月
中

甸

ま

で

に
お
届

け
し

ま

す
の

で

、

お

近

く
の
金

融
機

関

ま
た

は
都

税

事
番
所
に
8
月
3
1日
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
税
金
は
、
便
利
な
口
座

振
替
納
税
が
利
用
で
き
ま
す

。

聞
合
せ
先

足
立
都
税
事
穆
所

瑟
2
1
1
1

㈹

圜

霊

・
都
営
東
京
障
害
書
駈

錠
川
練
校
4
月
入
校
生
募
集

訓
練
期
M

平
成
2
年
4
月
か

ら
1
年
間
i

肢
装
具
科
の

み
2
年
間
)

場
所

東
京
障
寄
者
職
業
訓
練

校
(
小
平
市

。
寮
設
備
も
あ

り
)

川
練
科
目

工
業
モ
デ
ル

、
ピ

ジ
ネ
ス
文
鳥

フ
ィ
ー
ツ
シ

ュ
ア
ー
ト
、
経
堽
亊
務
、
S
　

子
機
器
、
機
械
製
図
、
啻
属

加
工
。
ミ
シ
ン
縫
製
、
鎗
装

等
1
9科
目

授
集
科

無
科

事
業
闘
始
9

月
1
6日

*
*
締
切

▽
新
規
里
T
'
1
0
　

月
3
1日

▽
一
般
第
1
次
“・

1
2月
2
5日

▽
一
般
第
2
次

・
車

成
2

年
2
月
2
6日

※
公
共
職
業
安
定
所
の
指
示
を

受
け
た
鳩
合
、
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
惠

尽
障
害
者

廠
業
訓
練
校
(

。‘
0
4
2
3

り
1
4
1
1
)

ま
た
は
最
寄
り
の

公
共
職
業
安
定
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

平
成
2
年
I
東
裏
都
高
移
保
w

学
院
学
生
募
集

資
栖

高
等
学
佼
卒
業
者
ま
た

は
同
等
以
上
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方

皿
魯
受
付
平
成
2
年
1
月
8
　

日～
1
2
日

入
学
賦
験
日

▽
筆
記
・
=
1
月

2
8日

▽
実
枝
・
面
接
:
i
　

月
2
9日
ま
た
は
3
0日

募
集
要
項
謫
求
先
お
よ
び
問
會

せ
先

足
立
高
等
保
育
学
院
　

さ
胚
4
7
0
1

みんなの健康固蠱I難
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思いを童話に託して
創作童話・木の芽会

「
テ
ー
マ
は
子
淇
た
ら
へ
の
夢

と
愛
。
ら
よ
っ
ぴ
り
教
訓
な
ど
も

織
り
込
ん
で
、
ふ
く
ら
み
を
持
た

せ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
」
。

創
作
童
話
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
を
し
て
い
る
「
木
の
芽
会
」

は
、
保
塚
セ
ン
タ
ー
創
作
童
話
教

室
を
終
了
し
た
人
た
ら
が
昨
年
4

月
に
発
足
さ
せ
た
サ
ー
ク
ル
で

す
。

メ
ン
バ
ー
は
、「
前
か
ら
紙
芝
居

を
作
っ
て
い
た
」
人
か
ら
「
ま
る

き
り
初
め
て
」
の
、
3
0竰
代
～
7
0

歳
代
の
女
性
口
人
。

「
何
で
も
見
て
、
聞
い
て
、
ま

ず
書
い
て
み
よ
う
」
の
山
本
駿
次

朗
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
題
材
も
身
近
な
出
来
ご
と

や
昔
話
な
ど
か
ら
洽
い
ま
す
。
し

か
し
、「
ひ
ら
め
く
と
き
も
あ
れ

け
な
い
こ
と
も
し
ょ
っ
ら
ゆ
う
で

す
」
と
は
、
会
長
の
前
田
テ
ル
さ

ん
。
そ
れ
で
も
保
塚
セ
ン
タ
ー
の

た
よ
り
に
序
品
を
発
表
す
る
か
た

わ
ら
、
今
年
3
月
に
竺

年
間
の

活
動
成
濕
を
作
品
濕
に
ま
と
め
ま

し
た
。

現
在
、
会
ほ
を
捧
集
中
。
心
の

中
で
暖
め
て
い
る
思
い
を
お
時
ら

の
方
、
童
話
の
形
に
表
現
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
問
い
合
わ
せ
は
、
。前

田
さ
ん
(
　
刪
4
9
4
7
)

へ
。

月に1 度の会合では、なごやかに懇談する
―方で作品批評もビシビシと

〝昔の足立″を
訪ねてみませんか

郷土博物館

中
世
の
こ
ろ
は
湿
地
帯
で
、

薑
が
い
っ
ぱ
い
生
え
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
葦

立
」と
言
わ
れ
、
な
ま
っ
て
「
足

立
」
に
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ

る
I
(

足
立
区
発
行
「
足
立

の
歴
史
」
か
ら
)

と
、
足
立
の
名
の
由
来
は
、
は
っ

き
り
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
古
代
・
中
肚一
の
人
た

ら
の
暮
ら
し
の
跡
を
ほ
る
ミ

ーぽ

で
き
ま
す
。

郷
土
博
物
館
で
は
、
資
料
展

「
甦
る
足
立
の
古
代
・
中
世
」
を

開
催
中

。
伊
興
遺
跡
予
贍
調
査
で

掘
り
出
さ
れ
た
上
器
や
勾
玉
、
戦

国
時
代
の
文
書
を
公
開
し
て
い
ま

す
(
8

月
3
1日
ま
で
)
。

古
代
の
ロ
マ
ン
に
ふ
れ
、
中
世

の
こ
ろ
の
足
立
人
の
様
子
に
思
い

を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
な
お
、8

烈
(
一日
(
日
)
、
午
後
2
時
か
ら

学
芸
員
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。
お

聞
き
の
が
し
な
く
。

足
立
区
立
郷
土
博
物
館
…
入
館
料

大
人
川
円

、小

中
学
生
Ⅲ
円
/

月
曜
日
休
館
(
大
西
日

　
諮
9
3
9
3
)

工
事
情
報

◎
道
路
　
掘
削
道
路
嗄
旧

石

本

三
丁
目
2
6～
4
7

～
1
0月
气

◎
公
衆
ト
イ
レ
　
佐
野
公
園
内
(

六
木
一
丁
目
、
～
2

年
3

月
)
、
鷲
宿
公
園
内
足
畑
七
丁

目
、
～
2
年
3
せ

◎
下
水
道

屎
木
間
一
丁
目
付
近
T

リ
J年
1
月
)
、
平
野
二
・
Ξ

丁
目
付
近

万
2

年
2
月
)

第
1
2回
全
日
本

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
金
賞

加
賀
中
管
弦
楽
部
の
熱
い
夏

現
范

、
中
学
佼
は
夏
休
み
。
し

か
し
。
卸
賈
中
学
佼
の
佼
舎
か
ら

は
、
ベ
テ
キ
な
音
色
が
闘
え
て
き

ま
す
。
夏
の
唇
い
間
圦

憖
し
に

練
習
に
励
む
管
弦
楽
部
の
演
奏
で

す
。

「
練
習
は
、
上
・
日
も
含
め
毎
日

吁
っ
て
い
ま
す

。
た
だ
、
夏
休
み

で
部
員
が
な
か
な
か
そ
ろ
わ
な
い

ん
で
す
。
や
は
り
全
員
で
き
奏
し

な
い
と
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
ね

」

と
音
楽
棍
当
の
金
秋
英
芳
先
生
。

加
賀
中
学
校
は
。3
月
2
1旧
に

福
井
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た

「
第
1
2回
全
国
ア
ン
サ
ン
プ
ル
コ

ン
テ
ス
ト
」
中
学
の
部
打
楽
器
八

・
重
奏
で
見
事

釡
芦

を
射
止
め
、

皀
内
は
も
と
よ
り
、
全
国
か
ら
注

目
を
浴
び
る
存
在
と
な
り
ま
し

た
。「
こ
の
大
会
は
、毎
年
3
月
肘

囗
の
年
度
末
に
吁
わ
れ
る
た
め
、

前
日
の
2
0日
の
卒
業
式
が
終
了
し

て
か
ら
の
出
発
だ
っ
た
の
で
、
も

う
大
変
。
し
か
し

、
い
い
結
果
が

出
た
の
で
、
苫
労
も
吹
き
飛
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
」
と
金
秋
先
生

。

今
後
も
、
コ
ン
ク
ー
ル
や
コ
ン

サ
ー
ト
へ
の
参
加
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。「
音
楽
が
好
き
だ
か
ら
、

そ
し
て
、よ
り
上
達
す
る
た
め
に
」

毎
日
練
習
を
続
け
る
加
賀
中
管
弦

楽
部
の
み
な
さ
ん
で
す
。

金賞 に輝 くみ ごと な演 奏

暑 さ もな んの その 、
ガンバ ッテ ま す

チ
ョ
ッ
ト
自
然

カ
ル
ガ
モ
の
赤
ち
ゃ
ん

7
月
四
一
日
、ぺ
谷
町
の
道
路
上

で
刺
匯
興
町
范
住
の
五
井
貨
さ
ん

が
巣
に
戻
れ
な
い
で
い
る
カ
ル
ガ

モ
の
赤
ら
ゃ
ん
2
羽
を
発
見
。
「付

近
は
、大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
吁
き
交

う
交
通
量
の
多
い
所
。濕
を
探
し

た
け
ど
1
1
兄
つ
か
ら
ず
、こ
の
ま
ま

で
は
、聿
に
ひ
か
れ
て
し
ま
う
と

思
い
動
物
呷
-
葆
遭
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
」
『こ
五
井
さ
ん
。

カ
ル
ガ
モ
も
住
宅
難
な
の
で
し

き
っ
か
。

※
弱
っ
た
野
鳥
な
ど
を
兔
は
し
た

場
(
‥
、
干
住
大
川
町
6

心

パ

僣

商
煮

が
都
の
野
生
烏
獣
保
護
委

託
店
ヒ
な
っ
て
い
ま
す
。

保 護さ れた
カ ルガ モの赤 ち ゃん

工
事
情
報

◎
道
路
　
掘
削
復
旧
(
西
新
井
七

丁
目
2
～
1
0
、
～
9
月
)
、
維
持

(西
保
木
間
二
丁
目
1
4～
1
5

ゝ
川
月
)

◎
公
園
　
加
賀
公
園
造
成

痼

冐

一
丁
目
、～
2
年
―
せ

、
諏
訪

木
東
公
園
維
持

囲
新
井
三
丁

目

、～
9
月
)
、
竹
の
塚
第
一
公

園
改
良
(
竹
の
塚
六
丁
目
ぐ
1
1

月
)
、西
保
木
間
第
二
公
園
維
持

万
1
0
月
)
じ

沼
田
北
公
涙
雨

水
流
水
抑
制

」
嘔

圧
北
七
丁

目

、
～
2
年
3
月
)

◎
下
水
道
　
舎
人
一
丁
目
付
近

で
2

年
6
月
)
、東
伊
興
町
付

近

で
2

年
口
愆

、
東
伊
霽

町
・
伊
興
町
狭
間
付
近

で
3

年
3
月
)

▲ 環状7号線▲

『あおいひろば』発刊
青井住区センター　ミニコミ誌

開
設
1
0周
年
を
機
会
に
、
青
井

住
区
セ
ン
タ
ー
(
清
水
二
郎
委
員

艮
)
で
は
、
ミ
ニ
コ
ミ
誌
「
あ
お

い
ひ
ろ
ば
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

創
刊
号
は
B
5

版

、
す
べ
て
手
書

き
の
8
ペ
ー
ジ
。
表
紙
に
は
、
昨

年
作
っ
た
住
区
セ
ン
タ
ー
の
歌

、

見
開
き
ペ
ー
ジ
に
は
、
7
月
四一
口

の
住
区
ま
つ
り
の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ

プ
も
。

1
1
人
の
編
集
委
員
が
、
3
月
か

ら
準
備
し
ま
し
た
。

「
住
区
セ
ン
タ
ー
の
話
題
だ
け

で
な
く
、
次
号
か
ら
は
地
域
の
二

ユ
ー
ス
も
牘
極
的
に
載
せ
て
、
こ

の

ぶ

お
い
ひ
ろ
び

を
地
域
の

人
の
ふ
れ
あ
い
の
場
に
し
た
い
。
」

と
田
中
新
市
編
集
委
員
長
。

そ
の
た
め
に
も
、
続
け
る
こ
と

が
大
切
。
「
あ
お
い
ひ
ろ
ば
」次
号

は
1
1月
、
以
後
季
刊
と
な
る
予
定

で
す
。

六
月
住
区
セ
ン
タ
ー
、
五
反
野

コ
ミ
ユ
ー一
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
そ
し

て
青
井
と
、
住
区
ミ
ニ
コ
ミ
誌
も
3

紙
と
な
り
ま
し
た
。

他
の
住
区
セ
ン
タ
ー
で
も
構
想

を
練
っ
て
ぃ
る
と
の
こ
と
。
地
域

の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
が
お
も
し
ろ
く
な

り
そ
う
で
す
。

7 月23 日 に 行 わ れ た 住 区 ま つ り

工
事
情
報

◎
道
路

歩
潸一
騎
装
(
東
綾
瀬
一

丁
目
3
～
2
0

～
1
0月
)

◎
下
水
道

青
井
丁

五
丁
月
付

近
、
中
央
本
町
二
・
五
丁
目
付

近
、
東
和
丁
二
丁
目
吋
輿

以

上
、
～
2
年
3
月
)
、
東
綾
瀬
一

丁
目
付
近
で
2
年
7
月
)
、
加

平
一
丁
目
、綾
瀬
七
丁
目
付
近
T
2

年
1
1月
)

クイズに答えて東京ド ームへ

あいネット21・オープニング 記 念

「
問
題

」

あい ネット21 は

○ 月○ 日スタート

区
で
は
、ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ

ア
を
利
用
し
た
地
域
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
"
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1

の
導
入
を
進

め
て
い
ま
す
。

に
や
公
社
の
事

業
案
内
。
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
空
き
・

予
約
状
況
等
の
情

報
が
簡
単
に
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
休
価
情
報

も
バ
ッ
チ
リ
。

ス
タ
ー
ト
は
1
0

月
2
日
。
こ
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
記
念

に
ク
イ
ズ
正
解
者

を
東
京
ド
ー
ム
に
ご
招
待
。

応
募
方
法
(

ガ
キ
に
住

所
、氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1は
〇
月

○
日
ス
タ
ー
ト
」と
明
記
(
応

募
の
際
は
あ
だ
ち
広
報
の
感

想

も

合

わ

せ

て

書

い

て

く

だ

さ

い
)
・

応

募

期

限
　
8

月
2
5

日

消

印

有

効

ご
招

待
　

正

解

者

の

中

か

ら
抽

選

で
2
5

組
5
0
人

の

方

を
9

月
3
0
日

巨

人

対

中

日

戦
(

東

京

ド

ー
ム
)

に

。

※
発

表

は
招

待

券

の

発

送

を

も

っ
て

代

え

ま

す

。

応

募

・

問

合

せ

先

本
庁
舎
・
広
報
係
(
〒
1
2
0
千

住
1
―
4
―
1
8
　
w
一
1
1

1
1
㈹
)

▲
日
光
街
道
▼

プラネタリウム担当は高校生
中部区民福祉センター

「
じ
ゃ
あ
、
北
極
星
を
探
し
て

み
ま
し
よ
う
」I

こ
こ
は
中
部

ぼ
民
擂
阯
セ
ン
タ
ー
児
童
館
の
I

室
。
真
っ
暗
な
部
屋
に
大
き
な
パ

ラ
ソ
ル
を
ぶ
ら
さ
げ
て

、
〝ミ
ニ
〟

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
始
ま
り
ま
し

た
。解

説
す
る
の
は
郁
立
江
北
高
校

天
文
班
の
皆
さ
ん
。
夏
休
み
な
ど

を
除
い
て
毎
月
3

回
、
土
曜
日
の

午
後
3
時
か
ら
3
0
8
4
0分
間
行
い

ま
す
。
も
う
、
召
千
も
続
い
て
い

る
班
活
動
で
す
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
は
、
い
つ

も
1
0人
前
後
の
ち
び
っ
子
た
ら
。

何
回
も
兒
に
来
て
い
る
の
か
、
説

明
す
る
前
に
「
そ
れ
は
さ
そ
り
座

で
～
す
」
と
自
慢
げ
に
し
ゃ
べ
っ

て
し
ま
う
子
が
い
た
り
、
に
ぎ
や

か
な
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
す
。

「
星
の
こ
と
を
教
え
て

、
子
供

た
ら
が
何
か
一
つ
で
も
覚
え
て
く

れ
る
と
、と
っ
て
も
気
分
が
い
い
」

と
部
長
の
照
井
さ
ん
。
星
を
通
じ

て
、
高
校
生
と
ら
び
っ
子
た
ら
の

交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

星座 の お話、 楽し いで すよ

地元の方に
公開講座

都立足立新田高校

地
元
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
開
か
れ
た
学
校
を
と
、
都
立
足

立
新
旧
高
校
で
は
、
昭
和
5
9年
か

ら
公
開
講
座
を
年
1
0回
開
い
て
い

ま
す
。

今
年
は
、8
月
1
口
～
5
日
の

パ
ソ
コ
ン
入
門
(
第
1
～
5
回
)

と
9
月
7
日
～
1
0月
5
日
の
健
康

体
操
(
第
6
～
1
0回
)
。

パ
ソ
コ
ン
入
門
に
は
旧
人
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。
初
心
者
を
対

象
に
簡
単
な
文
章
作
り
や
表
計
算

な
ど
。「
こ
ん
な
こ
と
で
き
る
の
で

す
か
」
「
け
っ
こ
う
難
し
い
で
す

ね

』
と
参
加
者
の
表
情
は
、
驚
き

や
と
ま
ど
い
で
様
々
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
熱
心
に
受
講

を
続
け
ま
し
た
。

な
お
、
健
康
体
操
の
日
程
、
申

し
込
み
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
公
開
講
座
「
健
康
体
操
」

日
時
　
り
月
7
日
4
川
月
5
日
の

一
毋
旧
一
木
曜
日
、
午
後
6
時
～
9
　

特
定
員
・
費
用
　
皿
へ

無
料

申
込
方
法
　
往
心

ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
。電
話
番
号
、「
健
康

体
操

。・
希
望
と
明
記

申
込
期
限
　
8

月
割
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先
　
韶
立
足
皀
新

旧
高
皎
(

〒
国
衙
旧
2
1
0

―

国

　
川
4
リ一
l
上

いろ いろ な使 い方
を 習い ました

工

事

情

報

◎
下
水
道
　
関
原
三
丁
目
付
近
、

本
木
西
町
・
扇
一
丁
目
付
近
(
以

上
、
～
2
年
3
月
)


